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中間業績予想の見通しに関するお知らせ 

 

  

 平成１３年９月中間期の業績につきましては、投資銀行業務を中心とした新たな業務分野が順調

に立ち上がったことなどから、前回決算発表時(平成 13 年 5 月 24 日)に公表いたしました業績予想を

以下の通り修正いたします。 

 

 

１．中間期単体業績予想の見通し(平成 13 年 4 月１日～平成 13 年 9 月 30 日) 

  (億円)

  前回公表予想 今回見通し 

実質業務純益(注) 200 200 

経 常 利 益 180 260 

中 間 利 益 180 300 

 (注)＝一般貸倒引当金繰入前  

 

・経営健全化計画における年間当期利益計画は 378 億円であり、約８割の進捗となる見込みです。 

・なお、貸倒引当金につきましては、僅少の繰入となる見込みです。         

 

 

２．中間期連結業績予想の見通し(平成 13 年 4 月１日～平成 13 年 9 月 30 日) 

  (億円)

  前回公表予想 今回見通し 

経 常 利 益 180 280 

中間純利益 180 330 

 

・連結自己資本比率は、１６％超の水準を維持できる見込みです。 

 

                                                   以  上 
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